
　スズメバチに要注意！

　アメリカシロヒトリの駆除に努めましょう

　スズメバチは、攻撃性が非常に高く、近寄ると刺されることがあります。刺されると、強い痛みや腫れ、アレ
ルギー反応による症状が出るほか、死に至る可能性もあります。ハチの巣を発見した場合は、速やかにその場を
離れてください。

▽公共施設などに巣があるとき
　市の公共施設・官地の樹木・街路樹等のほか、所有者（管理者）が分からない場所等に作られた巣を発見したと
きは、環境対策課までご連絡ください。
　

▽私有地に巣があるとき
　私有地内に作られた巣は、土地や建物を所有（管理）する方の責任において駆除処理をしなければ
なりません。非常に危険ですので、専門の業者またはシルバー人材センター等に駆除を依頼
することをお勧めします。
＊ご自身で巣を駆除する場合は、防護服一式を無料で貸し出しています。

　アメリカシロヒトリ（毛虫）は、例年６月から９月にかけて発生します（条件によってはそれ以外の時期に発生
することもあります）。毒針毛を持っていないため、ヒトへの直接的な影響はありませんが、木の葉の食害、洗
濯物・建物に付着するなどの問題を起こす害虫です。
　所有または管理している土地に庭木や防風林等がある方は、定期的に見回りをして、駆除に努めましょう。
　
駆除方法
　巣あみから出て活発に活動を始めた段階で薬剤を散布すると効果があります。
＊巣あみを作っているときは、薬剤を散布しても巣あみの中まで届かないことがあります。枝ごと切除し、焼却

するか踏みつぶしてしまうのが最も効果的です。
＊公共施設で発見した場合は、環境対策課までご連絡ください。

問い合わせ先…環境対策課　内線2363

市では、市民のカラス被害対策として、カラスの追い払いに期待できるＬＥＤライト、フン掃除用のデッキ
ブラシとバケツを貸し出しています。希望される方はお申し込みください。

▽ごみの出し方
　カラスは優れた色彩感覚と高い学習能力を持ち、ごみ袋の中の残飯を見つけてあさります。ごみ出しの際は、
残飯を発見されないように新聞紙等でつつんでごみ袋に入れるようにし、ネット等で覆う場合は、隙間のないよ
うにしっかりとおさえましょう。

▽繁殖期に注意
　カラスの繁殖期である４月から８月は、カラスの警戒心が強く、巣に近づくと攻撃される場合がありますので、
注意してください。

▽フンに注意
　秋から春先にかけて、夕方になるとカラスは街中の電線の上や屋上に集まり、そこをねぐらとして一晩を過ご
すため、その下は大量のフンにより汚されます。追い払いやフン掃除を行う際は、貸出用具をご利用ください。

問い合わせ先…環境対策課　内線2363

害虫に注意しましょう！  

カラス対策用具を貸し出します
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